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丸
子
船
の
形
状
の
変
化
と
時
間
の
概
念

四
四
一
（
四
四
一
）　

一　

は
じ
め
に

丸
子
船
は
か
つ
て
の
琵
琶
湖
水
運
を
担
っ
た
輸
送
用
の
帆
船
で

あ
る
。
江
戸
時
代
を
最
盛
期
と
し
て
千
艘
以
上
が
存
在
し
た
が
、

西
廻
り
航
路
の
開
通
な
ど
を
き
っ
か
け
に
次
第
に
衰
退
し
た
と
さ

れ
る
。

我
々
が
知
る
丸
子
船
の
形
状
は
舳
先
に
シ
ン
（
水
押
）
を
有
す

る
。
し
か
し
、
一
七
六
一
年
（
宝
暦
一
一
年）

1
（

）
に
編
纂
さ
れ
た

『
和
漢
船
用
集
』
に
描
か
れ
た
丸
子
船）

2
（

に
は
シ
ン
や
ヘ
イ
タ
が
な

い
（
図
1
）。
製
材
を
縦
に
剝
ぎ
合
わ
せ
な
が
ら
舳
先
を
丸
く
仕

上
げ
た
、
ま
る
で
佐
渡
の
た
ら
い
舟
の
よ
う
な
形
状
で
あ
る
。
添

付
さ
れ
た
解
説
に
は
「
其
舟
長
く
細
く
深
く
し
て
、
底
よ
り
両
側

板
丸
く
は
ぎ
上
げ
に
て
棚
な
し
。
上
の
は
ぎ
を
お
も
ぎ
と
云
う
、

水
押
も
立
板
に
丸
く
は
ぎ
、
舳
は
横
舳
に
て
大
立
横
上
あ
り
。」）

3
（

と
シ
ン
を
持
た
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
丸
い
舳
先
の
丸

子
船
は
一
八
一
四
年
（
文
化
一
一
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
近
江
名

所
図
会
』
の
「
膳
所　

矢
橋
渡
舟
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
七
八
五
年
（
天
明
五
年
）
以
後
に
記
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
『
丸
子
船
寸
法
帳
』
に
は
シ
ン
有
の
丸
子
船
に
つ
い

て
の
も
っ
と
も
古
い
記
述
と
し
て
「
真
長
十
四
尺
物
又
五
尺
ニ
テ

モ
由
、
真
長
ケ
レ
バ
舳
板
ヲ
助
ク
」
と
記
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
シ
ン

（
真
）
の
長
さ
が
十
分
に
長
け
れ
ば
ヘ
イ
タ
（
舳
板
）
構
造
を
支

え
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
シ
ン
と
ヘ
イ
タ
の
関
連
性
を
強

調
す
る
も
の
で
あ
る
。

舳
先
が
丸
い
シ
ン
無
丸
子
船
の
存
在
は
文
献
上
で
知
ら
れ
る
に

す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
か
つ
て
筆
者
は
大
阪
大
学
の
梅
田
直
哉
研

究
室
の
協
力
を
得
な
が
ら
模
型
に
よ
る
航
行
実
験
を
行
い
、
シ
ン

無
は
多
方
向
か
ら
の
波
に
対
し
て
の
安
定
性
が
高
い
こ
と
、
シ
ン

丸
子
船
の
形
状
の
変
化
と
時
間
の
概
念
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有
は
安
定
性
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が
高
速
化
に
適
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た）

5
（

。
高
速
で
の
操
船
は
高
い
技

術
を
要
し
、
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
抱
え
た
う
え
で
な
お
丸

子
船
の
速
度
向
上
が
試
み
ら
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
時
刻

表
や
時
計
と
い
っ
た
時
間
概
念
の
変
化
か
ら
考
え
て
み
た

い
。二　

  

求
め
ら
れ
た
速
度
〜
早
き
こ
と
飛
鳥
の
ご

と
く

丸
子
船
の
舳
先
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
無
の
実
例

が
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
現
時
点
で
は
仮
説
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
丸
子
船
に
高
速
化
を
目
的
と
し
た

改
造
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
他
の
史
料
に
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
は
『
近
江
長
濱
町
志
』
中
の
「
早
舟

（
船
）」
の
図
（
図
2
）
で
あ
る）

6
（

。
シ
ン
（
水
押
）
を
備
え

オ
モ
ギ
や
ヘ
イ
タ
作
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
丸
子

船
と
わ
か
る
が
、
シ
ン
が
格
段
に
大
き
く
荷
受
け
部
分
に

客
室
を
設
け
て
い
る
点
が
我
々
が
知
る
丸
子
船
と
は
異
な

る
。
こ
の
早
船
は
一
八
四
一
年
（
天
保
一
二
年
）
五
月
二

六
日
に
長
濱
と
大
津
の
間
に
開
通
し
た
客
船
で
あ
る
。

図 1　丸木船『和漢船用集』より
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「
急
用
に
て
押
切
り
急
ぎ
漕
ぎ
ゆ
く
船
」、
別
名
「
押
切
船
」
で
、

「
従
来
早
舟
は
小
丸
子
形
な
り
し
を
、
明
治
元
年
四
月
一
艘
を

作
り
替
え
初
め
て
小
早
造
り
に
改
め
…
…）

7
（

」
と
解
説
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
丸
子
船
を
改
造
し
高
速
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

丸
子
船
は
帆
船
で
あ
り
、
風
の
無
い
と
き
に
は
湖
面
を
漂
い
な

が
ら
風
を
待
つ
。
そ
の
よ
う
な
時
で
も
櫓
を
漕
い
で
ひ
た
す
ら

進
む
と
い
う
の
が
こ
の
文
面
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
四

丁
の
櫓
で
漕
ぐ
姿
も
描
か
れ
て
い
る）

8
（

。
江
戸
時
代
に
米
原
藩
の

船
問
屋
を
営
み
船
主
で
も
あ
っ
た
北
村
源
十
郎
家
に
残
さ
れ
た

文
書
群
に
よ
る
と
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
年
）
に
運
航
を
許
可

さ
れ
た
と
さ
れ
る）

9
（

。「
船
頭
は
最
も
巧
者
な
る
も
の
を
撰
び
、

下
手
な
る
も
の
を
乗
舟
せ
し
め
ざ
る
規
程
を
設
け
た
り）

10
（

」
と
表

現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
そ
の
操
船
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
。押

切
早
船
に
は
そ
の
後
さ
ら
な
る
改
造
が
加
え
ら
れ
た
。

き
っ
か
け
は
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
年
）
に
米
原
湊
の
船
年

寄
で
あ
る
長
太
夫
と
そ
の
兄
の
庄
助
が
車
輪
を
つ
け
る
こ
と
を

藩
に
願
い
出
た
こ
と
で
あ
っ
た）

11
（

（
図
3
）。「
車
舟
あ
り
て
早
き

こ
と
飛
鳥
の
ご
と
く）

12
（

」
と
い
う
表
現
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

さ
ら
な
る
速
度
向
上
を
図
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
方
向

を
変
え
ず
に
後
戻
り
で
き
る
こ
と
と
横
風
が
強
い
と
き
で
も
流

図 2　早船『近江長濱町志』より
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さ
れ
る
心
配
が
な
い
こ
と
も
利
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

早
船
同
様
に
特
別
な
操
船
技
術
を
要
す
る
こ
と
や
安
全
性

に
確
信
を
持
て
な
か
っ
た
た
め
か
、
船
持
中
の
一
部
は
当

初
出
資
を
拒
否
し
た
と
い
う
記
述
も
残
さ
れ
て
い
る）

13
（

。
改

造
の
背
景
に
は
湊
の
困
窮
し
た
状
況
が
あ
っ
た
よ
う
だ）

14
（

。

岩
﨑
奈
緒
子
氏
は
流
通
物
資
の
減
少
が
車
早
船
へ
の
改
造

を
促
し
た
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
車
輪
を
導
入
し

た
具
体
的
な
経
緯
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、

そ
の
ア
イ
デ
ア
は
庄
助
が
海
上
交
通
の
守
り
神
で
あ
る
金

比
羅
参
り
に
出
向
い
た
際
に
得
た
と
長
太
夫
は
記
し
て
い

る）
15
（

。
一
方
、
岩
崎
氏
は
車
早
船
の
技
術
は
江
戸
時
代
中
期

の
長
崎
に
由
来
す
る
と
い
う
説
や
安
政
期
の
仙
台
藩
で
建

造
さ
れ
た
四
輪
の
小
型
外
車
船
と
関
連
が
あ
る
と
い
う
説

に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る）

16
（

。

『
米
原
藩
車
船
惣
内
法
之
図）

17
（

』
に
は
車
早
船
の
外
観
が

主
要
な
船
体
外
部
の
部
分
名
称
と
共
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
カ
サ
キ
」
や
舳
先
の
「
真
木
（
シ

ン
）」
と
い
う
丸
子
船
に
馴
染
み
の
あ
る
部
分
が
存
在
す

る
一
方
で
、
丸
子
船
の
主
要
な
特
徴
で
あ
る
ヘ
イ
タ
と
オ

モ
ギ
の
存
在
が
不
明
確
で
あ
る
。
オ
モ
ギ
の
存
在
は
半
裁

部
分
が
車
輪
に
隠
れ
て
見
え
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、

図 3　車早船『彦根市史』より

（
四
四
四
）　
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概
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四
四
五

同
じ
個
所
に
「
武
者
走
」
と
し
て
長
さ
二
丈
二
尺
八
寸
（
約
八
・

六
ｍ
）、
幅
一
尺
二
寸
（
四
五
・
五
㎝
）
の
材
が
取
り
付
け
ら
れ

て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
鯨
尺
で
は
長
さ
約
八
・
六
ｍ
、
幅
四

五
・
五
㎝
で
あ
る
。
そ
の
名
の
通
り
客
や
船
頭
が
通
路
と
し
て
利

用
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
構
造
と
し
て
は
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
よ
う
に

船
体
の
横
揺
れ
を
防
ぐ
オ
モ
ギ
の
代
替
品
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
我
々
が
知
る
丸
子
船
の
構
造
か
ら
す
る
と
、
荷
物
を
満
載
す

る
と
オ
モ
ギ
上
面
ま
で
船
体
は
沈
む
が
、
こ
の
程
度
荷
重
す
る
ほ

う
が
か
え
っ
て
安
定
が
良
く
、
逆
に
空
の
ま
ま
で
航
行
さ
せ
る
転

覆
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
客
を
船
底
へ
乗
せ）

18
（

、
本
来
の
オ
モ
ギ
の
上

面
に
武
者
走
と
称
す
る
材
が
横
に
張
り
出
し
て
い
る
点
は
船
体
の

安
定
性
か
ら
も
納
得
が
い
く
作
り
で
あ
る
。

な
お
、「
手
ス
リ
」、「
波
除
ケ
」、「
ア
ヲ
リ
」、「
武
者
走
」
と

い
う
名
称
は
従
来
の
丸
子
船
に
は
無
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
『
嘉

永
五
年
車
早
船
新
造
図）

19
（

』
で
も
共
通
し
て
お
り
、
恐
ら
く
は
正
確

に
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
名
称

は
伊
勢
船
型
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
伊
勢
船
型
は
一
五
世
紀
に

確
立
さ
れ
、
一
六
世
紀
初
期
以
後
に
大
型
荷
船
や
軍
船
と
し
て
伊

勢
を
中
心
に
西
は
瀬
戸
内
海
か
ら
東
は
関
東
地
方
ま
で
使
わ
れ
た
。

し
か
し
、
江
戸
中
期
以
降
は
弁
才
船
に
そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
た
。

伊
勢
型
船
の
建
造
事
業
報
告
書
お
よ
び
建
造
記
録
書）

20
（

に
よ
る
と
、

船
体
縦
強
度
は
棚
（
外
板
）
と
敷
（
船
底
部
材
）
に
よ
っ
て
、
船

体
横
強
度
は
、
屋
形
の
柱
を
結
ぶ
屋
形
柱
支
部
材
・
敷
押
え
・
板

子
縦
受
け
材
・
屋
根
の
横
梁
・
屋
根
の
縦
梁
及
び
テ
ス
リ
を
各
々

一
材
に
て
構
成
し
、
且
つ
、
連
続
性
を
持
た
せ
た
固
着
を
行
な
い
、

船
体
と
屋
形
の
骨
組
を
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
持
し
て
い

る
。
ま
た
、
根
棚
と
上
棚
の
接
合
面
の
外
側
（
隅
）
の
防
護
桟
は

ア
オ
リ
、
も
し
く
は
コ
ベ
リ
そ
と
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
車
早
船
の

棚
の
様
子
、
屋
形
と
の
一
体
化
、
ア
オ
リ
や
テ
ス
リ
な
ど
の
共
通

す
る
部
材
は
伊
勢
型
船
と
の
共
通
性
を
感
じ
る
。
車
早
船
の
絵
図

に
は
シ
キ
や
シ
キ
オ
サ
エ
と
い
っ
た
内
部
構
造
が
描
か
れ
て
い
な

い
た
め
、
伊
勢
船
型
と
実
際
ど
こ
ま
で
構
造
的
な
共
通
性
が
あ
る

の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
何
よ
り
も
伊
勢
型
船
の
船
首
は
戸

立
で
あ
り
、
シ
ン
を
持
つ
琵
琶
湖
の
車
早
船
と
は
大
き
く
異
な
る
。

し
か
し
、
車
早
船
の
修
理
の
際
に
シ
ン
の
み
を
大
津
で
修
理
し
た

記
録
な
ど
も
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
ン
以
外
の
構
造
が
外
部

か
ら
導
入
さ
れ
た
可
能
性
も
否
め
な
い
。
丸
子
船
の
改
造
の
プ
ロ

セ
ス
や
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

車
早
船
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）
ま
で
は
確
実
に
運
行
し

て
お
り）

21
（

、
こ
の
間
に
速
度
を
増
し
た
舟
運
が
徐
々
に
陸
路
の
輸
送

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
米
原
、
松
原
、
長
浜
で
の
押
切
早
船
や
車

早
船
の
就
航
は
人
の
流
れ
を
変
え
中
山
道
の
宿
に
打
撃
を
与
え
た）

22
（

。

（
四
四
五
）　
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船
の
速
度
向
上
は
同
時
に
離
発
着
の
正
確
さ
を
伴
う
。
車
早
船
が

米
原
を
暮
れ
六
つ
に
出
発
し
翌
朝
に
大
津
に
着
く
夜
行
便
で
あ
る

こ
と
や）

23
（

、
松
原
を
出
た
船
が
「
大
津
へ
五
ツ
時
よ
り
九
ツ
時
ま
で

に
は
到
着
す
る
」
と
記
さ
れ
る
な
ど）

24
（

、
時
刻
表
と
ま
で
は
い
か
ず

と
も
こ
の
頃
す
で
に
離
発
着
時
間
の
正
確
さ
や
迅
速
さ
が
意
識
さ

れ
て
い
た
。
で
は
、
そ
も
そ
も
時
間
の
正
確
さ
や
迅
速
さ
の
概
念

は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
舟
運
と
結
び
つ
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

三　

時
間
の
概
念
の
変
化
〜
蒸
気
機
関
と
時
刻
表

和
船
の
盛
衰
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
要
因
と
い
え
ば
蒸
気
機

関
や
鉄
道
の
導
入
が
思
い
浮
か
ぶ
。
文
明
と
は
迅
速
さ
と
正
確
さ

で
あ
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
道
具
が
蒸
気
機
関
で
あ
っ
た
。
明
治

政
府
は
蒸
気
機
関
と
西
洋
時
間
を
ほ
ぼ
同
時
に
導
入
し
た
。
一
八

七
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
技
術
に
基
づ
い
て
鉄
道
を
敷
く
た
め

の
測
量
と
着
工
が
開
始
さ
れ
、
一
八
七
二
年
六
月
一
二
日
（
旧
暦

明
治
五
年
五
月
七
日
）
に
は
品
川
、
横
浜
間
で
仮
開
業
さ
れ
た
。

や
や
遅
れ
て
同
年
一
一
月
九
日
、
明
治
政
府
は
正
式
に
欧
米
式
の

時
刻
制
度
を
取
り
入
れ
た）

25
（

。
福
沢
諭
吉
は
『
教
育
の
目
的
』
に
よ

り
文
明
の
発
達
に
時
間
短
縮
が
い
か
に
重
要
か
を）

26
（

、
ま
た
『
民
情

一
新
』
に
よ
り
「
蒸
気
、
電
信
、
印
刷
、
郵
便
の
力
」
が
時
間
短

縮
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を
い
ち
早
く

説
い
て
い
る）

27
（

。
ま
た
、
時
刻
表
の
作
成
も
推
進
し
た）
28
（

。

琵
琶
湖
〜
敦
賀
港
を
含
め
近
江
付
近
の
一
部
は
日
本
に
お
け
る

鉄
道
創
設
の
初
期
に
あ
た
る
一
八
六
九
年
に
そ
の
一
端
と
な
る
こ

と
が
決
定
し
た
。
鉄
道
と
水
運
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
大

津
〜
海
津
や
大
津
〜
長
浜
間
は
水
運
と
し
て
残
し
、
そ
の
他
を
鉄

道
で
結
ぶ
と
い
う
工
事
費
節
約
案
が
一
八
八
二
年
に
実
行
さ
れ
た
。

初
め
て
蒸
気
船
、
一
番
丸
が
大
津
〜
海
津
間
を
結
ん
だ
の
も
こ
の

頃
で
あ
る
。
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
一
〇
月
発
行
の
滋
賀
新

聞
第
二
号
の
記
事
に
よ
る
と
「
…
…
発
鑑
ノ
時
刻
碇
泊
ノ
場
所
休

日
等
ヲ
記
載
シ
旅
客
ノ
便
ニ
供
ス
。
…
…
」
と
、
発
着
時
刻
が
明

確
で
あ
る
こ
と
が
一
つ
の
売
り
に
な
っ
て
い
る）

29
（

。

鉄
道
や
蒸
気
機
関
が
日
本
に
情
報
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
時
期
は

ど
こ
ま
で
遡
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
幕
末
の
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
で

は
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
年
〜
一
八
四
四
年
）
よ
り
風
説
書
・
別

段
風
説
書
に
諸
外
国
の
鉄
道
や
蒸
気
機
関
に
関
す
る
記
事
が
掲
載

さ
れ
始
め
る）

30
（

。
そ
の
最
古
の
事
例
は
一
八
四
六
年
の
も
の
と
さ
れ

る）
31
（

。
ま
た
、
遭
難
し
て
ハ
ワ
イ
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
本
土
に
渡
っ

た
ジ
ョ
ン
万
次
郎
が
、
帰
国
後
に
洋
式
の
造
船
術
や
航
海
術
に
つ

い
て
紹
介
し
た
の
は
一
八
五
一
年
、
ペ
リ
ー
が
蒸
気
機
関
車
の
模

型
を
披
露
し
た
の
は
一
八
五
四
年
、
さ
ら
に
福
沢
諭
吉
が
『
西
洋

事
情
』
に
て
蒸
気
機
関
を
紹
介
し
た
の
は
一
八
六
六
年
で
あ
る）

32
（

。

（
四
四
六
）　
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一
八
四
四
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
出
版
さ
れ
、
一
八
五
四
年
に
薩
摩
藩

が
刊
行
し
た
『
遠
西
奇
器
術
』
の
「
蒸
気
車
」
の
項
目
に
は
「
蒸

気
者
ハ
圧
力
高
強
ナ
ル
者
ニ
シ
テ
、
其
ノ
速
力
恐
怖
ス
ル
ニ
堪
ヘ

タ
リ
。
五
分
時
間
（
ミ
ニ
ユ
ー
ト
）
ニ
一
里
行
程
程
ヲ
走
ル
ヲ
常

ト
ナ
ス
ト
雖
、
尚
其
ノ
速
ヲ
増
ス
コ
ト
ヲ
得）

33
（

。」
と
あ
る
。
こ
の

記
述
は
蒸
気
機
関
や
時
刻
表
の
正
式
な
導
入
以
前
に
速
度
を
意
識

し
た
記
述
と
し
て
興
味
深
い
が
、
そ
れ
で
も
『
丸
子
船
寸
法
帳
』

よ
り
も
半
世
紀
以
上
後
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蒸
気
機
関
の

紹
介
や
時
刻
表
の
導
入
が
丸
子
船
の
高
速
化
を
促
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
丸
子
船
に
対
し
て
は
別
の
理
由
か
ら
高
速
化
が
必
要
性
と

さ
れ
、
そ
れ
が
車
輪
の
追
加
な
ど
の
改
造
を
促
し
、
改
造
船
の
効

率
的
な
動
力
と
し
て
蒸
気
機
関
が
採
用
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

で
は
そ
も
そ
も
正
確
さ
や
迅
速
さ
の
前
提
と
な
る
時
間
の
計
測

手
段
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
西
洋
時
間
が
導
入
さ
れ
る
以
前
、
日
常
は
和
時
間
、
い

わ
ゆ
る
「
不
定
時
法
」
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
い
た
。
不
定
時
法

は
、
一
日
を
二
四
時
間
で
区
切
る
現
在
の
時
間
と
は
異
な
り
、
明

る
さ
の
基
準
と
な
る
日
の
出
と
日
の
入
り
を
六
つ
時
と
し
、
そ
の

他
を
お
お
よ
そ
二
時
間
ご
と
に
一
二
区
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
当

然
季
節
に
よ
っ
て
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
昼
夜
の
時
の
長
さ
は
異

な
り
、
正
確
さ
や
迅
速
さ
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
っ
た
。
前
項
で

記
し
た
よ
う
に
鉄
道
と
と
も
に
西
洋
時
間
が
導
入
さ
れ
た
際
、
福

沢
は
『
改
暦
辨
』
で
新
暦
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し）

34
（

、

『
西
洋
衣
食
住
』
で
は
「
西
洋
ニ
テ
ハ
時
ヲ
測
ル
ニ
寺
ノ
鐘
ナ
ド

ヲ
当
ニ
セ
ズ
…
…
」
と
、
和
時
間
と
西
洋
時
間
を
並
べ
た
腕
時
計

の
文
字
盤
の
図
も
用
い
な
が
ら
正
確
な
時
間
を
知
る
こ
と
の
重
要

性
を
説
い
て
い
る）

35
（

。

機
械
式
の
時
計
は
宣
教
師
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
と
と
も
に
日

本
に
紹
介
さ
れ）

36
（

、
近
江
で
も
信
長
の
庇
護
の
も
と
安
土
に
設
け
ら

れ
た
セ
ミ
ナ
リ
オ
を
中
心
に
こ
う
し
た
技
術
が
い
ち
早
く
伝
え
ら

れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る）

37
（

。
や
が
て
時
計
に
和
時
間
を
組
み

合
わ
せ
る
試
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
六
七
三
年
に
は

「
時
計
屋
左
兵
衛
」
に
よ
っ
て
最
古
の
和
時
計
が
、
一
七
七
三
年

に
は
二
挺
天
符
式
と
し
て
現
存
す
る
最
古
の
和
時
計
が
作
成
さ
れ

た
。
櫓
時
計
や
掛
け
時
計
、
日
本
独
自
の
尺
時
計
や
釣
り
鐘
時
計

な
ど
も
開
発
さ
れ
、
大
名
や
一
部
の
裕
福
な
商
人
が
使
用
し
た
。

庶
民
に
と
っ
て
は
集
落
内
の
寺
の
鐘
に
よ
る
時
報
の
他
、
掌
の
指

紋
を
利
用
し
た
も
の
や）

38
（

印
籠
に
仕
組
ん
だ
り
紙
製
の
日
時
計）
39
（

と

い
っ
た
携
帯
用
が
存
在
し
た）

40
（

。
中
に
は
毛
筆
、
磁
石
、
も
の
さ
し
、

は
さ
み
、
耳
か
き
、
爪
や
す
り
、
ナ
イ
フ
と
旅
の
七
つ
道
具
を
入

れ
こ
と
が
で
き
る
墨
壺
付
の
小
型
尺
時
計
も
あ
っ
た）

41
（

。
一
八
二
六

（
四
四
七
）　
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年
に
来
日
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ー
ボ
ル

ト
は
著
書
『
江
戸
参
府
紀
行
』
に
お
い
て
「
日
本
で
は
道
路
地
図

や
旅
行
案
内
書
は
必
要
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
旅
行
用
品
の
一

つ
で
あ
る
。
…
…
旅
行
用
地
図
や
道
程
表
の
ほ
か
に
日
本
人
旅
行

者
に
と
っ
て
有
益
な
こ
と
が
ら
の
要
点
が
の
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
旅
行
用
品
の
指
示
・
馬
や
人
夫
の
料
金
・
通
行
手
形
の
形
式
・

有
名
な
山
や
巡
礼
地
の
名
称
・
気
象
学
の
原
則
・
潮
の
干
満
の

表
・
年
表
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
う
え
現
行
の
尺
度
の
あ
ら
ま
し
・

紙
捻
（
こ
よ
り
）
を
立
て
る
と
で
き
上
が
る
日
時
計
ま
で
つ
い
て

い
る
。」
と
記
し
て
い
る）

42
（

。
全
国
を
行
脚
す
る
近
江
商
人
は
こ
う

し
た
道
具
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た）

43
（

。

シ
ン
有
丸
子
船
を
掲
載
し
た
『
丸
子
船
寸
法
帳
』
が
記
さ
れ
た

の
は
ち
ょ
う
ど
二
挺
天
符
式
と
し
て
現
存
す
る
最
古
の
和
時
計
が

作
成
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
押
切
早
船
が
長
濱
、
大
津
間
に
開
通

し
た
の
は
携
帯
用
日
時
計
が
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
頃
で
あ
る
。

琵
琶
湖
水
運
に
関
わ
り
を
持
つ
近
江
商
人
は
い
ち
早
く
不
定
時
間

で
生
活
し
て
い
な
が
ら
も
時
を
刻
む
と
い
う
こ
と
に
慣
れ
親
し
ん

で
い
た
に
違
い
な
い
。

四　

飛
脚
・
狼
煙
・
小
旗
〜
米
相
場
に
よ
る
影
響
か
〜

同
じ
頃
、
和
時
間
の
時
刻
表
も
存
在
し
た
。
そ
れ
は
飛
脚
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
飛
脚
は
馬
と
駆
け
足
に
よ
る
情
報
伝
達
手
段

で
あ
り
、
明
治
時
代
に
郵
便
制
度
や
陸
運
会
社
が
整
備
さ
れ
る
ま

で
主
流
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
半
ば
に
記
さ
れ
た
飛
脚
の
日
記
に

は
和
時
間
に
よ
る
出
発
時
間
や
飛
脚
の
遅
延
に
対
す
る
対
処
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る）

44
（

。

と
り
わ
け
米
相
場
の
情
報
を
伝
え
る
米
飛
脚
は
、
一
刻
も
早
い

情
報
が
利
益
を
左
右
す
る
た
め
毎
日
定
期
的
に
運
搬
し
た
。
要
望

に
応
じ
て
運
搬
す
る
通
常
の
町
飛
脚
と
は
異
な
り
「
早
さ
」
を
売

り
に
し
て
い
た
た
め
早
飛
脚
と
も
呼
ば
れ
た
。
早
飛
脚
の
時
刻
表

も
残
さ
れ
て
お
り
、
兵
庫
灘
で
は
毎
日
九
つ
半
に
出
刻
す
る
他
、

早
便
が
五
ツ
時
、
四
ツ
半
時
、
八
ツ
時
に
出
刻
な
ど
と
記
さ
れ
て

い
る）

45
（

。
ジ
ー
ボ
ル
ト
は
米
飛
脚
を
「
翼
の
あ
る
足
」
と
呼
び
「
我

が
国
の
株
式
取
引
と
同
様
に
行
わ
れ
る
大
阪
の
商
売
、
特
に
コ
メ

や
干
物
の
売
買
に
は
こ
う
し
た
飛
脚
便
を
盛
ん
に
用
い
る
。」
と

記
し
て
い
る）

46
（

。

当
時
米
相
場
の
中
心
で
あ
っ
た
の
は
全
国
の
年
貢
米
が
集
ま
る

大
阪
堂
島
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
淀
屋
に
あ
っ
た
米
市
が
一
六
九

七
年
に
堂
島
に
移
転
し
、
一
七
三
〇
年
に
こ
こ
を
幕
府
が
米
会
所

と
し
て
公
認
し
た
。
そ
の
後
、
一
七
三
五
年
（
享
保
二
〇
年
）
に

は
京
都
と
大
津
に）

47
（

、
一
七
四
五
年
に
は
彦
根
藩
に
も
米
会
所
が
設

置
さ
れ
た
。
大
津
の
米
会
所
で
は
堂
島
か
ら
毎
朝
飛
脚
に
よ
り
運

（
四
四
八
）　
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ば
れ
る
相
場
状
を
受
け
取
っ
て
い
た）
48
（

。
さ
ら
に
大
津
と
近
江
の
そ

の
他
の
地
域
で
も
情
報
伝
達
が
行
わ
れ
た
。
鶴
岡
実
枝
子
氏
は
一

八
世
紀
半
ば
〜
一
九
世
紀
半
ば
の
近
江
国
蒲
生
郡
鏡
村
（
現
在
の

滋
賀
県
蒲
生
郡
竜
王
町
鏡
）
玉
尾
家
文
書
を
も
と
に
、「
八
日
市

飛
脚
」
と
呼
ば
れ
る
米
飛
脚
が
八
日
市
と
大
津
の
間
で
情
報
を
伝

達
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）

49
（

。

次
第
に
民
間
の
飛
脚
業
が
躍
進
し
、
業
者
間
の
競
争
が
激
化
し

た
。
日
本
通
運
株
式
会
社
が
編
集
し
た
社
史
に
は
そ
の
様
子
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
定
日
に
ま
と
め
て
昼
夜
兼
行
で
輸
送
す
る
「
早

物
」、
定
日
に
か
か
わ
ら
ず
即
刻
飛
脚
を
出
発
さ
せ
夜
通
し
急
送

す
る
「
仕
立
状
継
飛
脚
」
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
江
戸
、
大
坂
間

で
始
ま
り
、
江
戸
新
橋
の
若
狭
屋
忠
右
衛
門
が
始
め
た
馬
に
よ
る

「
継
早
飛
脚
」
や
京
都
の
近
江
屋
喜
平
次
と
大
阪
の
若
狭
屋
久
左

衛
門
が
始
め
た
「
早
飛
脚
」
な
ど
は
他
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
で
あ
っ

た）
50
（

。
高
槻
泰
郎
氏
は
大
津
米
市
場
の
米
価
の
伝
わ
り
方
の
速
度
を

検
証
し）

51
（

、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
大
坂
市

場
の
米
価
が
大
津
市
場
に
反
映
さ
れ
た
の
は
翌
日
だ
っ
た
が
、
一

九
世
紀
半
ば
以
降
に
な
る
と
同
営
業
日
に
伝
達
さ
れ
る
ま
で
大
幅

に
速
度
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

な
お
、
米
相
場
と
い
う
情
報
を
通
じ
て
の
速
度
合
戦
は
飛
脚
だ

け
で
な
く
狼
煙）

52
（

や
旗
振
通
信
、
そ
し
て
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
伝

書
鳩）

53
（

と
他
の
方
法
に
も
及
ん
だ
。
と
り
わ
け
一
八
世
紀
初
め
に
は

存
在
し
た
と
さ
れ
る
旗
振
り
通
信
は
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た）

54
（

。
明

治
時
代
の
『
近
江
國
滋
賀
郡
誌
』
に
も
「
昔
時 

米
商
こ
の
峰
に

登
り
、
小
旗
を
も
っ
て
米
価
の
高
低
を
報
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る）

55
（

。

な
お
髙
部
淑
子
氏
は
、
一
八
世
紀
前
半
よ
り
近
江
商
人
の
荷
所

船
の
船
頭
と
し
て
ま
た
船
主
と
し
て
越
前
河
野
浦
を
本
拠
地
に
海

運
業
に
携
わ
っ
て
い
た
右
近
家
に
残
る
古
文
書
の
分
析
か
ら
、
米

の
相
場
が
近
江
商
人
や
関
連
す
る
船
主
や
船
頭
と
も
深
く
関
わ
り

が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た）

56
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
廻
船
問
屋

は
積
み
荷
を
売
却
す
る
他
、
相
場
情
報
を
提
供
す
る
役
割
も
担
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
船
主
と
船
頭
、
船
頭
間
、
そ
し
て
各
地
の

商
人
は
、
短
距
離
を
人
力
で
届
け
る
飛
脚
と
遠
距
離
を
船
便
で
届

け
る
幸
便
（
こ
う
び
ん
）
と
い
う
二
つ
の
通
信
方
法
を
使
い
分
け

て
い
た）

57
（

。
近
江
商
人
を
含
め
舟
運
に
携
わ
る
琵
琶
湖
地
域
の
人
々

は
、
米
の
相
場
を
通
じ
て
い
ち
早
く
正
確
さ
と
迅
速
さ
を
意
識
す

る
環
境
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

五　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

文
献
に
よ
る
と
一
八
世
紀
後
半
に
丸
子
船
の
舳
先
が
変
化
し
た
。

も
と
も
と
丸
い
舳
先
が
シ
ン
を
備
え
た
早
船
に
、
さ
ら
に
は
車
輪

を
備
え
た
車
早
船
へ
と
改
良
を
加
え
ら
れ
た
。
記
述
に
加
え
て
模

（
四
四
九
）　



四
五
〇

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

型
を
用
い
た
実
験
結
果
に
よ
っ
て
も
こ
れ
は
確
か
に
高
速
化
を
伴

う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
高
速
化
の

必
要
性
と
正
確
さ
や
迅
速
さ
に
つ
な
が
る
時
間
の
概
念
の
変
化
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。、
そ
こ
で
本
稿
で
は
丸
子
船
の
舳
先
が

変
化
し
た
原
因
と
背
景
を
和
時
間
の
時
計
化
・
時
刻
表
化
と
の
関

連
か
ら
整
理
し
た
。

こ
う
し
た
変
化
は
蒸
気
機
関
や
西
洋
時
間
、
そ
し
て
こ
れ
ら
に

伴
う
時
刻
表
の
導
入
の
前
に
起
こ
っ
た
。
一
方
で
正
確
な
時
刻
を

知
る
道
具
は
そ
れ
以
前
の
不
定
時
間
の
時
代
よ
り
知
ら
れ
て
お
り
、

と
り
わ
け
移
動
の
機
会
が
多
い
近
江
商
人
は
遅
く
と
も
一
九
世
紀

前
半
に
は
簡
便
な
和
時
計
を
携
帯
し
て
い
た
。
太
陽
の
傾
き
を
基

本
と
す
る
不
定
時
間
で
は
異
な
る
地
域
間
で
時
間
を
共
有
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
こ
う
し
た
簡
易
型
の
携
帯
和
時
計
に
よ
り
時
間

を
共
有
し
た
り
正
確
さ
や
迅
速
さ
を
意
識
す
る
こ
と
が
日
常
化
し

た
だ
ろ
う
。
特
に
大
阪
堂
島
を
中
心
と
す
る
米
相
場
は
情
報
伝
達

の
速
度
が
大
き
な
損
得
に
結
び
つ
く
た
め
、
飛
脚
や
旗
振
通
信
と

い
っ
た
一
刻
を
争
う
伝
達
手
段
が
要
求
さ
れ
た
。
一
八
世
紀
半
ば

か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
は
伝
達
手
段
の
高
速
化
競
争
が
起
こ
り

時
間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
。
近
江
商
人
と
琵
琶
湖
舟
運
に
携
わ

る
船
主
と
船
頭
ら
は
、
相
場
の
情
報
伝
達
と
い
う
共
通
項
に
よ
り

結
び
つ
き
、
情
報
伝
達
の
高
速
化
の
波
に
の
ま
れ
た
。
一
八
世
紀

半
ば
か
ら
一
九
世
紀
は
文
献
か
ら
知
ら
れ
る
丸
子
船
の
舳
先
の
形

状
が
変
化
し
た
時
期
と
一
致
す
る

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
研
究
に
よ
っ
て
和
時
間
と
米
相
場
に

関
す
る
情
報
の
高
速
化
が
丸
子
船
の
形
態
に
も
影
響
を
与
え
た
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
た
が
、
今
後
さ
ら
に
検
証
を
加
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
丸
子
船
の
改
造
、
特
に
車
早
船
の
技
術
が
ど
の
よ
う
に
導

入
さ
れ
、
史
料
に
残
る
形
状
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
今
後
研
究

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
に
つ
な
が
る
貴
重
な
ア
イ
デ
ア
を
大
津
市
歴
史
博
物
館
副

館
長
、
杉
江
進
先
生
と
の
談
話
か
ら
得
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

註（1
）　

金
沢
兼
光
著　

住
田
正
一
（
編
）　

三
頁
。
実
際
に
こ
の
書
が

最
初
に
出
版
さ
れ
た
の
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
年
）
で
あ
る
が
、

住
田
氏
に
よ
る
同
著
解
題
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
船
舶
研
究
家
の
桃

木
武
平
氏
が
注
解
本
を
刊
行
す
る
際
の
趣
意
書
の
一
文
「
宝
暦
十

一
年
大
阪
堂
島
の
船
匠
金
澤
兼
光
が
…
…
二
百
年
間
に
亘
り
て
史

料
を
蒐
集
し
、
之
を
編
纂
せ
る
も
の
…
…
」
か
ら
、
少
な
く
と
も

編
纂
さ
れ
た
の
は
一
七
六
一
年
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
2
）　

前
掲　

一
八
一
頁　
「
丸
木
船
」。

（
3
）　

前
掲　

一
八
二
頁
。

（
四
五
〇
）　



丸
子
船
の
形
状
の
変
化
と
時
間
の
概
念

四
五
一

（
4
）　

大
津
市
歴
史
博
物
館
（
編
）　

五
九
頁
及
び
一
一
四
頁
。
大
津

百
艘
仲
間
の
家
に
残
る
個
人
蔵
の
史
料
で
あ
る
。
年
不
肖
だ
が

「
安
永
八
年
亥
二
月
忠
八
船
分
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
史

料
中
の
シ
ン
有
丸
子
船
が
建
造
さ
れ
た
の
は
こ
の
年
と
考
え
ら
れ

る
。

（
5
）　

牧
野
久
実
・
梅
田
直
哉
・
牧
敦
生
。

（
6
）　
「
長
濱
湊
毎
日
出
舟　

大
津
乗
場
彦
根
他
家　

早
舟
之
觧
」　

中

川
泉
三
（
編
）　

第
二
巻　

四
〇
頁
と
四
一
頁
の
間
に
綴
じ
込
み
。

（
7
）　

前
掲　

四
一
│
四
二
頁
。「
早
船
文
書
、
重
要
事
件
記
録
、
役

用
日
記
、
在
藩
中
日
記
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　

速
度
と
い
う
点
で
は
舳
先
の
シ
ン
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
絵
で

は
通
常
以
上
の
大
き
な
シ
ン
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
押

切
る
と
い
う
言
葉
が
シ
ン
で
波
を
切
っ
て
航
行
を
す
る
こ
と
を
表

現
し
て
い
る
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
9
）　

北
村
源
十
郎
家
文
書　

運
輸
二
二　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属

史
料
館　

一
一
頁
。

（
10
）　

早
船
文
書
、
重
要
事
件
記
録
、
役
用
日
記
、
在
藩
中
日
記
か
ら

の
引
用
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲　

四
一
頁
、
一
一
│
一
二

行
目
。

（
11
）　

前
掲　

二
二
頁　

史
料
一
八
『
押
切
早
船
建
造
ニ
付
一
件
書
類

綴
』（
天
保
一
一
年
）。
お
よ
び
史
料
一
七　
『
車
早
船
ニ
付
長
太
夫

言
上
書
写
』（
天
保
一
三
年
）。

（
12
）　

中
川
泉
三
（
編
）　

第
二
巻　

四
〇
頁
と
四
一
頁
の
間
綴
じ
込

み
図
「
長
濱
湊
毎
日
出
舟　

大
津
乗
場
彦
根
他
家　

早
舟
之
觧
」

の
解
説
文
中
の
六
行
目
〜
八
行
目
。

（
13
）　

前
掲　

一
一
頁　
『
車
早
船
発
起
ニ
付
一
礼
綴
』（
天
保
一
一
年
、

一
二
年
）。
な
お
、
中
川
泉
三
（
編
）　

第
二
巻
に
あ
る
「
長
濱
湊

毎
日
出
舟　

大
津
乗
場
彦
根
他
家　

早
舟
之
觧
」
の
解
説
文
中
の

八
│
一
一
行
目
に
「
車
の
波
に
逆
す
る
音
喧
し
く
し
て
、
夢
を
む

す
ふ
に
障
り
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岩
﨑
奈
緒
子

氏
は
車
早
船
の
車
を
動
か
す
音
が
夜
間
の
漁
の
妨
げ
と
な
っ
た
可

能
性
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
（
岩
崎
奈
緒
子　

九
九
頁
）。

（
14
）　

前
掲　

二
二
頁　

史
料
一
七　
『
車
早
船
ニ
付
長
太
夫
言
上
書

写
』（
天
保
一
三
年
）。
度
重
な
る
火
災
と
飢
饉
が
あ
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

前
註
で
引
用
し
た
資
料
中
に
「
西
国
筋
へ
参
り
…
…
」
と
あ
る
。

な
お
、
筆
者
は
現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
金
毘
羅
庶
民
信
仰
資
料
集

に
車
輪
付
き
の
船
に
関
す
る
痕
跡
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
年
）
に
近
江
國
野
洲
郡
笠

原
村
の
幸
嵜
氏
か
ら
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
（A

-53　

九
四
頁
）
や
嘉

永
六
年
（
一
八
五
三
年
）
に
高
橋
小
兵
衛
他
船
大
工
や
水
主
ら
に

よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
江
州
石
場
の
船
着
場
を
描
い
た
絵
馬
（A

-44　

八
八
頁
）
の
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
江
の
船
大
工

や
水
主
が
こ
こ
で
車
輪
付
き
の
船
に
つ
い
て
知
り
得
た
と
い
う
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
16
）　

岩
﨑
奈
緒
子　

八
七
頁
。

（
17
）　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館　

一
二
頁
。
原
本
は
中
村
直

勝
（
編
）　

三
三
四
頁　

図
四
│
一
二
八　

米
原
湊
常
備
藩
船
の
図

（
井
伊
家
蔵
）。
な
お
、
彦
根
市
立
図
書
館
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

原
本
は
個
人
蔵
で
あ
り
、
平
成
二
七
年
三
月
時
点
で
の
所
在
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
18
）　

図
中
に
水
主
（
船
頭
）
五
人
、
乗
客
二
五
人
ま
で
と
い
う
規
定

（
四
五
一
）　



四
五
二

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

前
掲　

一
二
頁
（
資
料
一
五　

運
輸
二
九
〇
）。

（
20
）　

社
団
法
人
東
海
小
型
船
舶
工
業
会
。

（
21
）　

岩
﨑
奈
緒
子　

八
九
頁
。

（
22
）　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館　

二
二
頁　

史
料
一
九
（
運

輸
二
三
）　
『
中
山
道
宿
場
訴
え
ニ
付
書
付
』（
嘉
永
二
年
）　

中
山

道
宿
の
訴
え
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
書
で
あ
る
。

（
23
）　

前
掲　

二
二
頁
。　

史
料
一
七　
『
車
早
船
ニ
付
長
太
夫
言
上

書
写
』（
天
保
一
三
年
）。

（
24
）　

前
掲　

二
三
頁　

史
料
二
〇　
『
早
船
発
願
井
大
津
御
蔵
ゟ
御

尋
二
付
御
難
書
其
外
諸
事
書
』　

年
月
日
未
詳
。

（
25
）　

こ
の
日
は
一
八
七
三
年
一
月
一
日
と
さ
れ
た
。

（
26
）　

福
沢
諭
吉　

一
九
九
一
年
（
初
出
一
八
七
九
年
）「
ま
た
徳
川

の
時
代
に
、
江
戸
に
い
て
奥
州
物
を
用
い
ん
と
す
る
に
飛
脚
を
立

て
て
報
知
し
て
、
先
方
よ
り
船
便
に
運
送
す
れ
ば
、
到
着
は
必
ず

数
月
の
後
な
れ
ど
も
、
た
だ
そ
の
物
を
さ
え
得
れ
ば
、
も
っ
て
便

利
な
り
と
し
て
悦
び
し
こ
と
な
れ
ど
も
、
今
日
は
一
報
の
電
信
に

応
じ
て
、
蒸
気
船
便
に
送
れ
ば
、
数
日
に
し
て
用
を
弁
ず
べ
し
。

数
年
の
後
、
奥
羽
地
方
に
鉄
道
を
通
ず
る
の
日
に
は
、
今
の
蒸
気

船
便
も
ま
た
、
は
な
は
だ
遅
々
た
る
を
覚
ゆ
る
こ
と
な
ら
ん
。
ゆ

え
に
、
古
人
の
便
利
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
今
日
は
な
は
だ
不
便
な

り
。
今
日
の
便
利
は
、
今
後
ま
た
不
便
と
な
ら
ん
。
古
人
は
今
を

知
ら
ず
し
て
、
当
時
の
事
物
を
便
利
な
り
と
思
い
し
こ
と
に
て
、

今
人
ま
た
今
後
を
知
ら
ず
し
て
、
今
を
安
楽
と
思
う
の
み
。」。

（
27
）　

福
沢
諭
吉　

一
八
七
九
年　

六
八
│
六
九
頁　
「
西
人
ノ
言
ニ
、

電
信
ハ
世
界
ノ
面
ヲ
狭
ク
シ
タ
リ
ト
余
ハ
則
チ
云
ク
電
信
ニ
蒸
気

ヲ
交
ヘ
用
イ
レ
バ
時
ヲ
縮
メ
テ
事
ヲ
多
ク
シ
以
テ
人
ノ
寿
命
ヲ
長

ウ
ス
ト
古
人
ハ
一
日
ニ
十
里
を
歩
シ
タ
ル
モ
ノ
今
人
ハ
一
日
ニ
三

百
里
ヲ
走
ル
、
古
人
ハ
一
月
ヲ
費
し
て
文
通
シ
タ
ル
者
、
今
人
ハ

一
分
時
間
ニ
ソ
ノ
消
息
ヲ
知
ル
、
古
人
七
十
歳
ノ
寿
ヲ
以
テ
為
シ

タ
ル
事
業
ハ
今
人
三
年
ノ
間
ニ
之
ヲ
終
リ
、
古
人
百
名
ノ
力
ヲ
費

シ
タ
ル
者
ハ
今
人
一
手
ヲ
以
テ
之
ヲ
成
ス
可
シ
故
ニ
今
日
ニ
於
テ

モ
此
利
器
ヲ
用
ル
者
ト
用
ヒ
ザ
ル
者
ト
ヲ
比
較
ス
レ
バ
其
勢
力
権

威
ニ
幾
百
倍
ノ
差
違
ア
ル
ヲ
知
ル
可
シ
」。

（
28
）　

福
沢
は
日
本
で
鉄
道
が
開
通
す
る
際
、
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
時
刻

表
を
参
考
に
時
刻
表
を
作
成
す
る
こ
と
を
弟
子
で
庚
寅
新
誌
社
の

創
始
者
で
も
あ
る
手
塚
猛
昌
に
勧
め
た
。
一
八
七
二
年
六
月
に
品

川
〜
横
浜
間
で
初
の
鉄
道
が
仮
開
業
し
た
際
に
は
『
鉄
道
列
車
出

発
時
刻
及
賃
金
表
』
が
構
内
に
掲
示
さ
れ
た
。
同
年
九
月
（
旧

暦
）
に
新
橋
〜
横
浜
間
で
正
式
に
鉄
道
が
開
通
し
て
か
ら
は
『
時

刻
表
及
賃
金
表
』
や
日
本
発
の
時
刻
表
『
汽
車
汽
船
旅
行
案
内
』

も
刊
行
さ
れ
た
。
正
確
な
時
間
を
把
握
す
る
こ
と
は
鉄
道
の
安
全

性
と
直
結
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
四
分
遅
れ
の
時
計
が
原
因
で

大
き
な
鉄
道
事
故
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
一
八
九
三

年
に
は
鉄
道
時
計
の
基
準
が
決
め
ら
れ
た
（
セ
イ
コ
ー
時
計
資
料

館
展
示
解
説
よ
り
）。

（
29
）　

中
山
泰
昌
（
編
）　

五
〇
六
頁
。

（
30
）　

日
本
国
有
鉄
道　

第
一
巻　

六
│
七
頁
。

（
31
）　

フ
ラ
ン
ス
が
パ
ナ
マ
地
峡
に
鉄
道
を
建
設
す
る
計
画
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。
前
掲
七
頁
。

（
32
）　

福
沢
諭
吉　

一
八
六
六　

初
編　

一
巻
之
一　

蒸
気
機
関
の
項　

一
〇
〇
│
一
〇
四
頁
、
蒸
気
船
の
項　

一
〇
四
│
一
一
一
頁
。

（
四
五
二
）　
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四
五
三

（
33
）　P.van der Burg 

“Eerste Grondlbeginselen der N
atu-

urkunde

”
を
薩
摩
藩
の
蘭
学
者
で
医
師
の
川
本
幸
民
の
口
述
を

門
人
田
中
綱
紀
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
国
有
鉄
道　

一

一
頁
。

（
34
）　

福
沢
諭
吉　

一
八
七
三
年　
「
太
陽
暦
と
太
陰
暦
と
の
辨
別
」、

「
ウ
井
キ
の
日
の
名
」、「
一
年
の
月
の
名
」、「
時
計
の
見
様
」
と
い

う
章
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

（
35
）　

片
山
淳
之
助
・
福
沢
諭
吉　

三
七
│
四
二
頁
。

（
36
）　

山
口
、
周
防
國
の
武
将
大
内
家
第
三
一
代
当
主
義
隆
氏
は
天
竺

か
ら
の
土
産
に
「
十
二
時
ヲ
司
ル
ニ
夜
ル
晝
ノ
長
短
ヲ
チ
ガ
ヘ
ズ

響
鐘
ノ
聲
ト
十
三
ノ
琴
ノ
絲
ヒ
カ
ザ
ル
ニ
…
…
」
と
、
時
計
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
年
）
の
記
録
と
し

て
記
し
て
い
る
。（
塙
保
己
一
（
編
）　

四
一
一
頁
。）

（
37
）　

フ
ロ
イ
ス　

一
九
八
頁
。
こ
の
「「
時
計
」
は
元
文
で
はrelo-

gios

と
た
だ
時
計
の
複
数
を
使
っ
て
あ
る
が
（Frois, f

。305

）、

書
簡
に
はrelogios darea, &
 de sol

と
砂
時
計
と
日
時
計
と
に

な
っ
て
い
る
（Cartas. I. f. 261V

）」
と
註
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（
三
二
三
頁
）

（
38
）　

出
雲
藩
士
の
小
川
友
忠
が
記
し
た
最
初
の
和
時
間
マ
ニ
ュ
ア
ル

本
、『
西
洋
時
辰
儀
定
刻
活
測
』（
一
八
三
八
年
（
天
保
九
年
））
の

中
で
示
し
た
方
法
。
夜
明
け
に
手
を
か
ざ
し
た
際
に
掌
の
三
本
の

主
要
な
手
相
が
見
え
る
時
が
明
け
六
つ
、
逆
に
見
え
な
く
な
る
時

が
暮
れ
六
つ
と
判
断
す
る
。

（
39
）　

月
毎
に
紙
の
一
部
を
折
り
曲
げ
、
太
陽
の
方
向
を
向
け
る
と
そ

の
影
が
時
刻
を
指
し
示
す
と
い
う
単
純
な
仕
組
み
の
時
計
で
あ
る
。

セ
イ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
旧
セ
イ
コ
ー
時
計
資
料
館
）
で
販
売

さ
れ
て
い
る
レ
プ
リ
カ
が
参
考
に
な
る
。

（
40
）　

和
時
計
に
つ
い
て
は
セ
イ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
近
江
神
宮
時

計
館
宝
物
館
の
資
料
が
参
考
に
な
る
。

（
41
）　

セ
イ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
。

（
42
）　

ジ
ー
ボ
ル
ト　

二
二
頁
。

（
43
）　

五
個
荘
近
江
商
人
屋
敷
、
藤
井
彦
四
郎
邸
に
は
携
帯
方
位
磁
石

兼
日
時
計
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
44
）　
「
駅
逓
志
料
」
を
読
む
会　

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
年
）
夏
か

ら
翌
二
年
三
月
（
史
料
の
表
題
で
は
八
月
か
ら
二
月
ま
で
と
な
っ

て
い
る
）
ま
で
の
、
飛
脚
問
屋
・
嶋
屋
佐
右
衛
門
（
大
坂
の
飛
脚

組
合
「
手
板
組
」
の
江
戸
会
所
の
名
）
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

（
45
）　

公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
本
館
（
史
料
館
）
所
蔵
（
資
料
番
号

二
一
六
七
）。

（
46
）　

ジ
ー
ボ
ル
ト　

二
三
ー
二
四
頁
。

（
47
）　

成
立
の
詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
は
鶴
岡
実
枝
子　

三
〇
│
三
九

頁
を
参
照
。

（
48
）　

大
津
市
私
立
教
育
會
（
編
）　

八
五
九
頁
。
宝
暦
一
〇
年
（
一

七
六
〇
年
）
九
月
の
記
述
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）　

鶴
岡
実
枝
子　
「
大
津
諸
相
場
表
解
題
」　

一
〇
四
│
二
〇
九
頁

を
参
照
。
一
七
五
五
年
（
宝
暦
五
年
）
〜
一
八
五
九
年
（
安
政
六

年
）（
一
部
欠
落
）
の
「
万
相
場
日
記
」
一
三
冊
の
う
ち
、
大
津
米

問
屋
か
ら
報
知
さ
れ
た
穀
類
そ
の
他
の
同
地
相
場
を
抽
出
・
整
理

し
て
い
る
。

（
50
）　

日
本
通
運
株
式
会
社　

四
九
│
五
三
頁
。
継
早
飛
脚
は
享
保
四

年
頃
（
一
七
一
九
年
頃
）
か
ら
、
早
飛
脚
は
寛
保
元
年
（
一
七
四

一
年
）
一
二
月
以
前
か
ら
。
五
一
│
五
二
頁
。

（
四
五
三
）　



四
五
四

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

（
51
）　

高
槻
泰
郎　

二
〇
〇
九
年
。

（
52
）　

ジ
ー
ボ
ル
ト
は
「
な
お
こ
こ
で
電
信
の
よ
う
に
、
あ
る
重
要
な

知
ら
せ
を
急
ぎ
で
伝
え
る
の
に
役
立
つ
例
の
施
設
に
つ
い
て
述
べ

て
お
こ
う
。
そ
れ
は
烽
火
台
、
つ
ま
り
火
を
燃
や
す
竈
で
あ
る
。

各
地
方
の
最
も
高
い
山
に
し
つ
ら
え
、
外
敵
の
上
陸
と
い
う
よ
う

な
国
家
に
と
っ
て
重
大
な
事
件
が
起
こ
っ
た
場
合
、
そ
の
台
の
上

で
火
を
も
や
し
て
合
図
を
す
る
の
で
あ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。

ジ
ー
ボ
ル
ト　

二
四
頁
。

（
53
）　

明
治
五
年
四
月
一
三
日
付
け
の
東
京
日
日
新
聞
は
泉
州
堺
の
米

商
人
が
、
自
宅
に
居
な
が
ら
に
し
て
大
阪
の
相
場
を
早
く
知
る
た

め
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
方
法
を
参
考
に
伝
書
鳩
を
用
い
た
こ
と
を
報

告
し
て
い
る
。
中
山
泰
昌
（
編
）
四
四
八
│
四
四
九
頁
。

（
54
）　

郵
便
博
物
館
の
創
設
者
、
樋
畑
雪
湖
氏
の
論
文
（
一
四
七
│
一

五
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
飛
火
即
ち
置
烽
と
い
う
」
山
頂
で
燃
料
を

燃
や
し
信
号
と
す
る
設
備
が
「
天
智
天
皇
三
年
一
二
月
」
に
日
本

初
の
信
号
通
報
の
記
録
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
そ
の
後
狼

煙
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
望
楼
（
日
本
で
は
井
楼
）
と
い
う
い
わ
ゆ

る
物
見
矢
倉
に
、
さ
ら
に
は
明
和
安
永
以
前
の
関
西
に
お
け
る
旗

振
り
通
信
に
発
達
し
た
。
ま
た
、
南
方
熊
楠
は
旗
振
通
信
に
関
す

る
最
古
の
資
料
は
一
七
〇
六
年
（
宝
永
三
年
）、「
京
都
で
二
人
の

同
胞
女
が
そ
の
姉
の
讐
を
討
っ
た
新
聞
を
、
錦
文
流
が
書
き
綴
っ

て
そ
の
七
月
二
五
日
に
出
し
た
『
熊
谷
女
編
笠
』
一
の
二
、「
商
い

は
千
里
を
見
透
か
し
た
遠
目
鏡
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
（
南
方

熊
楠　

二
九
〇
頁　

六
行
目
〜
七
行
目
）。
そ
れ
に
よ
る
と
奈
良
の

町
人
角
屋
与
三
次
が
旗
振
通
信
に
よ
っ
て
相
場
の
上
下
を
い
ち
早

く
知
っ
て
利
益
を
上
げ
た
こ
と
で
見
通
し
与
三
次
と
あ
だ
名
が
つ

い
た
。
ま
た
、
戯
曲
『
大
門
口
鎧
襲
』
の
序
幕
に
は
「
外
に
男
二

人
、
遠
眼
鏡
を
見
て
ゐ
る
者
と
、
幟
を
振
廻
し
、
可
笑
し
き
事
し

て
、
相
場
を
知
ら
す
見
得
、
叉
帳
を
つ
け
る
體
な
ど
あ
り
。」
解
題

に
は
こ
の
芝
居
が
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
年
）
一
二
月
一
五
日
に

初
日
と
書
か
れ
て
い
る
（
渥
美
清
太
郎 

二
二
八
│
二
二
九
頁
。）。

（
55
）　

宇
野
健
一
（
著
）、
滋
賀
県
（
編
）。
な
お
、
柴
田
昭
彦
氏
は
旗

振
通
信
が
行
わ
れ
た
高
台
を
近
江
各
地
に
探
る
調
査
を
積
極
的
に

行
い
、
地
図
も
作
成
し
て
い
る
。（
柴
田
昭
彦
二
九
五
頁
。）

（
56
）　

高
部
淑
子　

二
七
三
│
二
七
六
頁
。

（
57
）　

前
掲　

二
七
五
│
二
七
六
頁
。

参
考
文
献

渥
美
清
太
郎
（
編
）
校
訂　

一
九
二
八
年
│
一
九
三
三
年　
「
大
門
口

鎧
襲
（
お
お
も
ん
ぐ
ち
よ
ろ
い
が
さ
ね
）」
五
幕　
『
日
本
戯
曲
全

集
』
第
四
八
巻　

二
二
七
頁　

春
陽
堂
。

岩
﨑
奈
緒
子　

二
〇
〇
〇
年　
『
米
原
湊
の
車
早
船
に
つ
い
て
』
滋
賀

大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要　

第
三
三
号　

八
五
│
一

〇
七
頁
。

「
駅
逓
志
料
」
を
読
む
会　

二
〇
一
四
年　
「
郵
政
博
物
館
蔵
「
辛
酉　

寛
保
元
年　

日
用
留　

壱
番
」（
飛
脚
問
屋
・
嶋
屋
佐
右
衛
門
日
記　

第
一
分
冊
〔「
宿
駅
日
記
」
第
一
分
冊
／
「
寛
保
元
年　

定
飛
脚
日

記
一
」」
郵
政
博
物
館　

研
究
紀
要　

第
五
号　

一
〇
│
二
六
頁
。

宇
野
健
一
・
滋
賀
県
（
編
）　

一
九
七
四
年　
『
近
江
國
滋
賀
郡
誌
』　

弘
文
堂
書
店
。

大
津
市
私
立
教
育
會
編　

一
九
一
一
年　
『
大
津
市
志　

中
巻
』　

淳

風
房
。

（
四
五
四
）　
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四
五
五

大
津
市
歴
史
博
物
館
（
編
）　

一
九
九
三　
『
琵
琶
湖
の
船
│
丸
木
舟

か
ら
蒸
気
船
へ
』　

企
画
展
図
録　

大
津
市
歴
史
博
物
館
。

片
山
淳
之
助
・
福
沢
諭
吉　

一
八
六
七
年　
『
西
洋
衣
食
住
』　

片
山

氏
蔵
版　

東
京　
（
慶
應
義
塾
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー（D

G 
K

U
L

））。

金
沢
兼
光
著　

住
田
正
一
（
編
）　

一
九
四
四　
『
和
漢
船
用
集
』　

厳

松
堂
書
店
。（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

澤
田
平　

一
九
九
六 
『
和
時
計
│
江
戸
の
ハ
イ
テ
ク
技
術
』 

淡
交
社
。

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館　

一
九
九
九　
『
江
戸
時
代
の
米
原

湊
』　

平
成
一
一
年
度
企
画
展
図
録　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史

料
館
。

柴
田
昭
彦　

二
〇
〇
六　
『
旗
振
り
山
』　

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
。

社
団
法
人
東
海
小
型
船
舶
工
業
会　

一
九
九
五
年　
『
平
成
一
六
年
度　

伊
勢
地
域
活
性
化
に
資
す
る
木
造
船
建
造
・
技
術
伝
承
事
業　

報

告
書
』　

日
本
財
団
助
成
事
業
。

ジ
ー
ボ
ル
ト
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ　

斉
藤
信
（
訳
）　

一
九
六

七
年　
『
江
戸
参
府
紀
行
』　

東
洋
文
庫　

平
凡
社
。

高
田
隆
雄 

（
監
修
）　 

松
尾 

定
行
、
三
宅 

俊
彦 

（
著
）　

一
九
八

六
・
七
年　
『
時
刻
表
百
年
史
』　

新
潮
文
庫
。

高
槻
泰
郎　

二
〇
〇
八
年　
「
近
世
領
主
米
中
央
市
場
の
機
能
│
堂
島

米
会
所
に
お
け
る
米
価
形
成
の
効
率
性
│
」『
社
会
経
済
史
学
』
七

四
│
四　

三
二
五
│
三
四
四
頁
。

高
槻
泰
郎　

二
〇
〇
九
年　
「
近
世
期
直
轄
市
場
の
連
動
と
統
合
│
大

阪
堂
島
米
会
所
と
大
津
御
用
米
会
所
」『
社
会
経
済
史
学
』
七
五
│

三　

二
九
一
│
三
一
一
頁
。

高
槻
泰
郎　

二
〇
一
一
年　
「
近
世
日
本
に
お
け
る
相
場
情
報
の
伝
達 

│
米
飛
脚
・
旗
振
り
通
信
│
」　
『
郵
政
資
料
館　

研
究
紀
要　

第

二
号
』　

九
一
│
一
〇
八
頁
。

高
槻
泰
郎　

二
〇
一
二
年　
『
近
世
米
市
場
の
形
成
と
展
開
│
幕
府
司

法
と
堂
島
米
会
所
の
発
展
』　

名
古
屋
大
学
出
版
会
。

高
部
淑
子　

一
九
九
六
年　
「
北
前
船
の
情
報
世
界
」　

斎
藤
善
之
編　

『
新
し
い
近
世
史
三　

市
場
と
民
間
社
会
』　

新
人
物
往
来
社　

二

六
三
│
三
〇
五
頁
。

土
屋
喬
雄
監
修
・
安
藤
良
雄
編　

一
九
六
二
年　
『
社
史 

日
本
通
運

株
式
会
社
』
日
本
通
運
株
式
会
社
。

鶴
岡
実
枝
子　

一
九
七
二
年　
「
近
世
米
穀
取
引
市
場
と
し
て
の
大
津

│
近
江
湖
東
農
村
商
人
の
相
場
帳
の
紹
介
│
」『
史
料
館
研
究
紀

要
』
第
五
号
。
一
九
│
二
〇
九
頁　

国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館

／
編
。

中
川
泉
三
（
編
）　

一
九
八
八
年　
『
近
江
長
濱
町
志
』
第
二
巻　

臨

川
書
店
。

日
本
国
有
鉄
道　

一
九
六
九
年　
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』　

第
一

巻　

日
本
国
有
鉄
道
。

中
村
直
勝
（
編
）　

一
九
六
二
年　
『
彦
根
市
史
』　

中
冊　

彦
根
市
役

所
。（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

中
山
泰
昌
（
編
）　

一
九
三
四
年　
『
新
聞
集
成　

明
治
編
年
史
』
第

一
巻　

明
治
編
年
史
編
纂
会　

林
泉
社
。

塙
保
己
一
（
編
）　

一
九
三
一
年　
「
大
内
義
隆
記
」　
『
群
書
類
従
』

第
二
一
巻　

四
〇
七
│
四
三
二
頁　

平
文
社
。（
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

樋
畑
雪
湖　

一
九
二
七　
「
信
号
通
報
の
歴
史
」　
『
民
族
』
二
巻
二
号　

一
四
七
│
一
五
二
頁
。（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

（
四
五
五
）　



四
五
六

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

ン
）

福
沢
諭
吉　

一
八
六
六
年　
『
西
洋
事
情
』　

初
編　

巻
之
一　

尚
古

堂　
（
慶
應
義
塾
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（D

G K
U

L

））。

福
沢
諭
吉　

一
八
七
三
年　
『
改
暦
辨
』　

慶
應
義
塾
蔵
版　

東
京　

（
慶
應
義
塾
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（D

G K
U

L

））。

福
沢
諭
吉　

一
八
七
九
年　
『
民
情
一
新
』　

著
者
蔵
版　

東
京　
（
慶

應
義
塾
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（D

G K
U

L

））。

福
沢
諭
吉　

一
九
九
一
年　
『
教
育
の
目
的
』　

福
沢
諭
吉
教
育
論
集　

山
住
正
己
編　

岩
波
書
店
。
：「
東
京
学
士
会
員
雑
誌　

第
一
号
」

一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
六
月
発
行
。

フ
ロ
イ
ス
・
ル
イ
ス　

柳
谷
武
夫
（
訳
）　

一
九
七
〇　
『
日
本
史
』

四　

東
洋
文
庫　

平
凡
社
。

牧
野
久
実
・
梅
田
直
哉
・
牧
敦
生　

二
〇
〇
七
年　
「
新
旧
丸
子
船
の

抵
抗
比
較
〜
模
型
に
よ
る
航
行
実
験
に
も
と
づ
い
て
」　
『
史
学
』　

（
七
六
：
一
・
二
）
三
田
史
学
会　

東
京　

三
九
│
五
六
頁
。

南
方
熊
楠　

一
九
七
二
年　
『
南
方
熊
楠
全
集
』
四　

平
凡
社　

二
八

七
│
二
九
一
頁　
（
初
掲
は
『
民
俗
学
』
一
巻
一
号　

一
九
二
九

年
）。

（
四
五
六
）　


